東洋町長　田嶋裕起様
        応募書の取り下げと辞職されることを求めます
滋賀県余呉町の畑野佐久郎前町長は昨年１２月、町民の半数を超える応募するなとの請願と、町会議員の意見を聴いて、応募を断念しました。
  畑野前余呉町長は極めてあたり前で良識ある判断をしました。
　しかし田嶋町長は昨年３月には町民にも議会にも諮ることなく応募し、今年１月１５日に追求されるまで、応募の事実に口をつぐんでいました。隠していたのです。
　さらに今年１月２５日には、町民の６割以上の署名と議員の半数が紹介議員となった
応募反対の署名の議会での審議を恐れて、請願の扱い検討ための全員協議会直前の午前中に、応募書を提出しました。これは住民の願いと議会の判断を封殺した暴挙です。
  このまま応募を取り下げることなく、ＮＵＭＯと経済産業省の手続きが進むことを望むのであれば、町行政の混乱、周辺自治体の反発は日を追って激しさを増すでしょう。
  町行政の混乱の原因は全て貴職にあります。
  今、なすべきことは、前に進むことではなく、応募書の取り下げと、辞職以外にありません。議会の辞職勧告決議に従われることを願っています。
                                      放射能のゴミはいらない！市民ネット・岐阜
